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松戸市子ども・子育て支援に関するアンケート 

（小学生保護者対象） 

《アンケートご協力についてのお願い》  
皆様には日頃より市政にご理解とご協力を賜り、誠にありがとうございます。 

松戸市では現在、今後の子ども・子育て支援の方向性を定める「第 2 期松戸市子ども総合計画」

（2020年度～2024年度）を作成しています。 

そこで、市民の皆さまの意識を把握したく、調査を実施することにいたしました。 

この調査票は、住民基本台帳（2018年８月●日現在）の中から小学生の保護者を対象として1,000

人を無作為に選び、送付しております。調査の結果は、本市の子ども・子育て支援施策の検討に利用

させていただくため、ぜひ「ありのまま」のご意見をお聞かせください。 

ご回答いただいた調査内容は、回答者個人が特定されたり個々の回答内容が他にもれたり、他の目

的に利用されたりすることは一切ございません。 

つきましては、ご多忙中のことと存じますが、調査の趣旨をご理解いただき、ご協力くださいます

ようお願い申し上げます。 

 
   2018年 ●月 

松戸市長 本郷谷 健次 

  
 

① 特にことわりのある場合以外は、封筒の宛名のお子さんについてご記入ください。 

② アンケートには、できる限り保護者の方がご記入ください。 

③ この調査は無記名ですので、調査票に回答した方のお名前の記入は必要ありません。 

④ ご回答は、選択肢に“〇”を付けてお選びいただく場合と、数字などを具体的にご記入いただ
く場合がございます。 

⑤ 回答した選択肢によっては、一部の方だけに答えていただく質問もあります。その場合は【 】

内の説明文、矢印⇒に従ってお答えください。 

⑥ “〇”をつける数については、“（あてはまる番号１つに〇）”、“（あてはまる番号すべて
に〇）”などの案内がありますので、設問ごとの案内にしたがってください。 

※選択肢「その他」に“〇”をした場合、具体的な内容を（  ）内にご記入ください。 

⑦ ご記入がすみましたら、お手数ですが、同封の返信用封筒（切手不要）に入れて、 

●月●日（●）までにポストにご投函ください。 

この調査についてのお問い合わせは、下記までお願いします。 

松戸市 子ども部 子ども政策課 

電話：047-704-4007 ※ご記入にあたってのお願い 
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回答者ご自身のこと等について 

 

問１．この調査票にご回答いただく方はどなたですか。お子さんからみた続柄でお答えください。 

（あてはまる番号１つに○） 

１．母親  ２．父親 ３．その他（       ） 

 

問２．お子さんとの同居の状況についてお答えください。続柄はお子さんからみた関係です。 

（あてはまる番号１つに〇） 

１．３世代世帯（両親、子ども、祖父母が同居） ４．母親のみ同居（ひとり親世帯） 

２．両親が同居、祖父母が近くに住んでいる ５．父親のみ同居（ひとり親世帯） 

３．両親が同居、祖父母は遠方に住んでいる ６．その他（           ） 

 

問３．お子さんの保護者の現在の就労状況（自営業、家族従事者含む）についてお答えください。 

※父子家庭及び母子家庭の場合はあてはまる問のみお答えください。（それぞれ１つずつに〇） 

    （①・②それぞれについて１つだけに〇をして下さい。①や②の方が該当しない場合は、③を記載

下さい。） 

 ①母親 ②父親 ③その他 

1．フルタイムで就労している １ １ １ 

2．パートタイム、アルバイト等で就労している ２ ２ ２ 

3．以前は就労していたが、現在は就労していない ３ ３ ３ 

4．これまでに就労したことがない ４ ４ ４ 

※質問に記述された就労時間の定義は次のとおりです。 

 ・フルタイム ⇒ １週５日程度・１日８時間程度の就労  

 ・パート・アルバイト等 ⇒ 「フルタイム」以外の就労 

 

問４．お住まいの地区はどちらですか。（あてはまる番号１つに○） 

１．松戸地区 ６．小金原地区 

２．矢切地区 ７．新松戸地区 

３．東部地区 ８．常盤平地区 

４．馬橋地区 ９．五香六実地区 

５．小金地区  
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宛名のお子さんについて 

 

問５．宛名のお子さんの学年をご記入ください。 

（□ 内に数字でご記入ください。数字は一枠に一字） 

年生（平成 30年度） 

 

問６．宛名のお子さんの兄弟姉妹について教えてください。（あてはまる番号１つに○） 

１．兄弟姉妹はいない ４．年上、年下とも兄弟姉妹がいる 

２．年上の兄弟姉妹がいる ５．その他（             ） 

３．年下の兄弟姉妹がいる  

 

子育ての環境について 

 

問７．ご家庭で子育て（教育を含む）に日常的に関わっているのはどなたですか。お子さんからみた関

係でお答えください。（あてはまる番号すべてに○） 

１．父母ともに ４．祖父母 ７．ご近所など地域の人 

２．母親 ５．親戚 ８．その他 

３．父親 ６．知人、友人  （          ） 

 

問８．お子さんの子育て（教育を含む）に関して、気軽に相談できる先は、誰（どこ）ですか。 

（あてはまる番号すべてに○） 

１．祖父母等の親族  ７．民生委員・児童委員 

２．友人や知人など ８．かかりつけの医師や病院 

３．近所や地域の人 ９．市役所の子どもや子育ての相談窓口 

４．児童福祉館、こども館 10．その他（例：インターネットなど） 

５．保健福祉センター（中央・常盤平・小金）

  

（               ） 

６．小学校の先生 11．相談できる相手はいない 

 

問 8-1．お子さんの子育て（教育を含む）に関して、相談した内容はどのようなことですか。 

（あてはまる番号すべてに○） 

１．基本的生活習慣について ４．家庭の問題について 

２．発育・発達について ５．教育・しつけについて 

３．病気・怪我について ６．その他（             ） 
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問 8-2．お子さんの子育て（教育を含む）に関して、相談した結果はいかがでしたか。 

（あてはまる番号１つに〇） 

１．大変満足 ２．やや満足 ３．普通（どちらともいえない） ４．やや不満 ５．大変不満 

 

問９．普段、お子さんを育てているあなたの気持ちはどうですか。（あてはまる番号すべてに○） 
１．子どもがいると毎日楽しい 

２．子育てをすることで自分も成長している 

３．子育てが自分の生きがいになっている 

４．子育てについて不安になったり悩むことがある 

５．生活や気持ちにゆとりがないので、子育てにいらだつことがある 

６．子どもを虐待しているのではないかと思うことがある 

７．子育てから解放されたいと思うことがある 

８．その他（                                                  ） 

 

問 10．お子さんのことで日常悩んでいること、また、気になることはどのようなことですか。 

（あてはまる番号すべてに○） 

１．子どもの健康のこと   ８．経済的負担 

２．子どもの発育、発達のこと  ９．子どもが犯罪に巻き込まれること 

３．子どもの友達づきあいのこと 10．子どものことについて、地域の話し相手や 

相談相手がいないこと 

４．子ども同士のいじめのこと   11．子育てと、親（配偶者の親含む）などの介

護・介助との両立のこと 

５．子どもの言葉遣いや態度のこと   12．悩んでいることや、気になることはない 

６．子どもと話す時間が十分にとれないこと 13．その他 

７．配偶者と子育てに関して話す時間が十分に 

とれないこと 

（                  ） 
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宛名のお子さんの放課後児童クラブ等の利用状況について 

 

問 11．お子さんは現在、放課後児童クラブ（※）を利用されていますか。 

（あてはまる番号１つに○） 

１．利用している  ⇒ 問 11-1へ   ２．利用していない  ⇒ 問 12へ 

※「放課後児童クラブ」…保護者が就労等の理由で昼間家庭にいない小学生の児童を放課後にお預かりし、児童の健

全な育成を図る事業です。 

 

【問 11.で、「１．利用している」に○をつけた方にお伺いします。】 

問 11-1．１週当たり何日、１日当たり何時間（何時から何時まで）かを、□ 内に具体的な数字でご記

入ください（数字は一枠に一字）。 

時間は、必ず （例）０８時３０分～１８時００分 のように２４時間制でご記入ください。 

１週あたり □日 

平 日 □□時□□分 
～ □□時□□分 

土曜日 □□時□□分 
～ □□時□□分 

 

問 12．お子さんは現在、放課後ＫＩＤＳルーム（※）を利用されていますか。 

（あてはまる番号１つに○） 

１．利用している  ⇒ 問 12-1へ   ２．利用していない  ⇒ 問 13へ 

※「放課後ＫＩＤＳルーム」…放課後に実施小学校の図書室等を開放し、自由に学習や読書ができる場所を提供して

います。保護者の就労の有無に関わらず、実施している小学校に通学しているすべての児童が利用できます。 

 

【問 12で、「１．利用している」に○をつけた方にお伺いします。】 

問 12-1．１週当たり何日、１日当たり何時間（何時から何時まで）かを、□ 内に具体的な数字でご記

入ください（数字は一枠に一字）。 

時間は、必ず （例）０８時３０分～１８時００分 のように２４時間制でご記入ください。 

１週あたり □日 平 日 □□時□□分 
～ □□時□□分 
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【問 11、12のいずれにも、「２．利用していない」に○をつけた方にお伺いします。】 

問 13．利用していない理由は何ですか。（あてはまる番号すべてに○） 

１．利用する必要がない 

２．子どもの祖父母や親戚の人がみている 

３．近所の人や父母の友人・知人がみている 

４．利用したいが、定員に空きがない 

５．高学年なので利用しづらい 

６．利用したいが、経済的な理由で事業を利用できない 

７．利用したいが、時間帯の条件が合わない 

８．利用したいが、事業の質や場所など、納得できる事業がない 

９．その他（                                 ） 

 

問 14．宛名のお子さんについて、放課後（平日の小学校終了後）の時間をどのような場所で過ごさせた

いと思いますか。あてはまる番号すべてに○をつけ、それぞれ希望する週当たり日数を数字でご

記入ください。 

また、「６．放課後児童クラブ」に〇をつけた場合には、利用を希望する時間もカッコ内に数字

でご記入ください。 

時間は必ず （例）１８時 のように２４時間制でご記入ください。 

なお、事業の利用にあたっては一定の利用料がかかります。 

１．自宅  週(  )日くらい 

２．祖父母宅や友人・知人宅  週(  )日くらい 

３．習い事（ピアノ教室、サッカークラブ、学習塾など） 週(  )日くらい 

４．児童福祉館・こども館 週(  )日くらい 

５．放課後ＫＩＤＳルーム  週(  )日くらい 

６．放課後児童クラブ  
週(  )日くらい 

→ 下校時から(  )時まで 

７．ファミリー・サポート・センター 週(  )日くらい 

８．その他（公民館、公園など） 週(  )日くらい 
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お子さんの一時預かり（宿泊を伴うもの）等の利用について 

 

問 15．この１年間に、保護者の用事（冠婚葬祭、保護者・家族の病気など）により、お子さんを泊りが

けで家族以外にみてもらわなければならないことはありましたか。あった場合は、この１年間の

対処方法として当てはまる記号すべてに○をつけ、それぞれの日数も□内に数字でご記入くださ

い（数字は一枠に一字）。 

 １年間の対処方法 日数 

１．あった ア （同居者を含む）親族・知人にみてもらった  泊 

 イ 
こどもショートステイ（宿泊を伴うもの）を利用した 

（晴香園で７日間以内、子どもを預かる事業） 
 泊 

 ウ 「イ」以外のサービスを利用した  泊 

 エ 仕方なく子どもを同行させた  泊 

 オ 仕方なく子どもだけで留守番をさせた    泊 

 カ その他（                        ）  泊 

２．なかった  

 

 

子どもの安全安心について 

 

問 16．子どもが外出する際、不安に感じることはありますか。（あてはまる番号すべてに○） 

１．歩道や信号がない通りが多く、安全に配慮がされていないこと 

２．歩道の段差などが歩行や自転車の通行の妨げになっていること 

３．交通機関や建物が子どもの移動に配慮されていないこと 

４．暗い通りや見通しのきかないところが多く、犯罪の被害にあわないか心配であること 

５．特に不安に感じることはない 

６．その他（                                   ） 
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問 17．お子さんの日々の暮らしの中で、事故や犯罪に関して特に不安や心配に思うことはありますか。

（あてはまる番号すべてに○） 

１．小学校の登下校の際の交通事故 

２．遊びや塾・習い事の行き帰りの際の交通事故 

３．小学校の登下校の際の犯罪被害 

４．遊びや塾・習い事の行き帰りの際の犯罪被害 

５．繁華街などでの犯罪被害  

６．公園など遊び場での犯罪被害 

７．インターネットなどＷＥＢ上での犯罪被害 

８．特に不安なこと、心配なことはない 

９．その他（                                  ） 

 

問 18．お子さんの安全のために、日ごろから注意していること、もしくは実施していることは何ですか。

（あてはまる番号すべてに○） 

１．自動車に気をつけるように、日頃から子どもによく言い聞かせている 

２．交通ルールを守って自転車を運転するように、日頃から子どもによく言い聞かせている 

 ３．小学校の登下校、塾の行き帰りの際はできるだけ友達と一緒に帰るように、日頃から子ども

によく言い聞かせている 

４．知らない人から声を掛けられてもついて行かないよう、日頃から子どもによく言い聞かせて

いる 

５．出かけるときはどこに行き、何時ごろ帰宅するのかを保護者に伝えるように、日頃から子ど

もによく言い聞かせている 

６．何か怖いことに遭いそうになったり、変だなと思ったら、子ども 110番の家や近所のお店

やお家にも助けを求めるように、日頃から子どもによく言い聞かせている 

７．塾の帰りなど帰宅時間が遅くなるときは、保護者が迎えに行っている 

８．交通安全教室や子どもの身の安全を守る講習会などに参加させている 

９．子どもに防犯ブザーを持たせている 

10．子どもに携帯電話などを持たせている 

11．親子で家の近所や通学路の危険な場所を確認している 

12．その他（                                  ） 
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問 19．お子さんの安全のために、今後どのような対策に重点をおくべきだと思いますか。 

（あてはまる番号すべてに○） 

１．住民に犯罪情報の提供を行い、自主防犯を促進すること 

２．地域の安全マップを作成する 

 
３．子どもに関わる関係機関・団体同士で情報交換を行う 

４．学校付近や通学路でＰＴＡや地域住民等と学校が連携した安全パトロール活動等を行う 

５．子どもや親に対する防犯講習を行う 

６．子ども１１０番の家等の防犯ボランティア活動を進める 

７．被害に合った子どもや親へのカウンセリングなど立ち直りの支援を行う 

８．防犯ブザーなどの配布・あっせんなどを行う 

9．その他（                                  ） 

 

子どもの健康や食生活について 

 

問 20．宛名のお子さんは普段朝食を食べていますか。（あてはまる番号１つに○） 

１．ほぼ毎日食べる ３．週に１～２回程度食べる 

２．週に３～５回程度食べる ４．ほとんど食べない 

 

問 21．保護者をはじめ、大人のご家族のどなたかが宛名のお子さんと一緒に夕食を食べることができて

いますか。（あてはまる番号１つに○） 

１．ほぼ毎日一緒に食べる ３．週に１～２回程度食べる 

２．週に３～５回程度一緒に食べる ４．いつも子どもだけで食べる 

 

 

松戸市の子育て環境について 

 

問 22．松戸市は子育てがしやすいまちだと思いますか。（あてはまる番号１つに○） 

１．とてもしやすい ４．しやすくない 

２．しやすい ５．わからない 

３．あまりしやすくない  
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地域社会との関わりについて 

 

問 23．地域の子ども会活動の参加について、現状と今後のそれぞれの意向を教えてください。 

（あてはまる番号１つに○） 

現 状 今 後 

１．継続的に参加している １．参加したい 

２．以前、参加したことがある ２．参加するつもりはない ⇒ 問 23-１へ 

３．参加したことはない  

４．子ども会を知らない  

 

【問 23の「今後」で「２．参加するつもりはない」に〇をつけた方にお伺いします】 

問 23-1．参加するつもりはないのは、なぜですか。（あてはまる番号すべてに○） 

１．子どもが参加したくないと言っているから ４．役員など保護者の負担が大きい 

２．子どもの習い事・塾などで参加できない ５．その他（            ） 

３．子ども会の行事が多すぎる  

 

問 24．子ども会以外の地域活動への参加の「現状」と「今後」の意向を教えてください。 

（あてはまる番号すべてに○） 

現 状 今 後 

１．近所の清掃 １．近所の清掃 

２．祭り ２．祭り 

３．ボランティア ３．ボランティア 

４．社会福祉施設への訪問 ４．社会福祉施設への訪問 

５．職場体験 ５．職場体験 

６．農業体験 ６．農業体験 

7．その他（              ） 7．その他（              ） 
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子ども子育て支援政策について 

 

問 25．下記の①～⑨の事業ごとに、Ａ知っているもの、Ｂこれまでに利用したことがあるもの、Ｃ今後、

利用したいと思うものに〇をつけてください。 

（例のように、それぞれの事業についてに○） 

 A Ｂ Ｃ 

 

知
っ
て
い
る 

こ
れ
ま
で
に
利
用

し
た
こ
と
が
あ
る 

今
後
利
用
し
た
い 

例：事業を知っているが利用したことがなく、今後利用したい場合 0 0 0 

① 保健福祉センターの情報・相談 １ １ １ 

② 子ども家庭相談課の相談 ２ ２ ２ 

③ 教育委員会の教育相談 ３ ３ ３ 

④ 子育て情報サイト（まつどDE子育て） ４ ４ ４ 

⑤ 子育てアプリ（まつど DE子育てアプリ） ５ ５ ５ 

⑥ 子育てガイドブック ６ ６ ６ 

⑦ 市民健康相談室 ７ ７ ７ 

⑧ こども１１０番の家 ８ ８ ８ 

⑨ 安全安心メール ９ ９ ９ 

⑩ ファミリー・サポート・センター 10 10 10 
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問 26．あなたは、より子どもを生み育てやすくするために、国や自治体にどのような「政策」を期待し

ますか。次の中からあなたが特に強く期待するものを教えてください。 

（あてはまる番号すべてに○） 

【子どもを預ける施設・事業の充実】 

１．小学校の放課後などに生活の場を提供する放課後児童クラブの施設を充実すること 

２．一時預かり、ファミリーサポートセンターなどの子どもを預けられる事業を充実すること 

【子どもの育ちや学びへの支援】 

３．子どもが気軽に集い、遊びやスポーツなどができる体育施設や広場を増やすこと 

４．子ども達が地域の祭りや行事に参加する機会を増やすこと 

５．子どもたちが、学ぶ力や社会参加に必要な力を身につけることなどの学習支援を行うこと 

６．いろいろな仕事や職業について地域の大人に教えてもらえる機会をつくること 

７．発達障害について相談しやすい環境をつくること 

【子どもや子育て家庭を取り巻く環境の整備】 

８．女性が子育てをしながら働けるよう支援すること 

９．子どもが安心して街を歩けるような都市基盤の整備を進めること 

10．子ども達が安心して外で遊んだり通学したりできるよう、防犯対策を充実させること 

11．児童虐待、いじめ、不登校などの予防、緊急避難などの子どもを守る対策を進めること 

12．障害児やその家族に対する支援を充実させること 

【ワーク・ライフ・バランスの推進】 

13．短時間雇用やフレックスタイムなどの柔軟な雇用制度の普及を事業所に働きかけること 

14．産休や育児休業などが取りやすくなるよう事業所に働きかけること 

【その他】 

15．特にない 

16．その他（                                   ） 
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最後にお伺いします。次のことに関してご意見がございましたら、自由にご記入ください。 

子育ての環境や支援事業に関して  

   

   

   

   

   

   

   

教育に関して  

   

   

   

   

   

   

   

 

 

 

 

 

調査にご協力いただき、大変ありがとうございました。 

お手数ですが、同封の返信用封筒に入れて、 

●月●日（●）までにまでにポストにご投函ください。 

 

集計結果については、来年４月ごろ、 

松戸市ホームページで公開する予定です。 

 

 

 


